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ある程度の規模の建物を木造とする場合，内装およ
び構造に対する防火上の規制への対応が求められま
す。とみくるは，外観は一体的に見えるように工夫さ
れていますが，構造的には3つの棟に分割されます。
中央に位置するふれあいホール（図1の④）はRC造＋
鉄骨造，その左右の棟は木造もしくはRC造＋木造で
す。これは3つに分割することでそれぞれの床面積が
小さくなり，構造制限への対応が有利になるからで
す。また，ふれあいホールは避難安全検証法*を用い
て木材を現しにしています。
＊：火災時に建物内の人が安全に避難できることを
計算によって証明し，内装制限などの規制を一部
適用除外にする設計手法
木造建物の規制緩和が進んでいるとはいえ，現しで
見せるようなデザインは内装制限による厳しい制約が
あります。しかし，木造建物は利用者に歓迎される，
と感じています。

■木構造の特徴
とみくるには，2タイプの木製トラスが活用されて
います（表2）。1つは多目的ホールの梁（写真2），も
う1つは建物正面側の柱（写真3）です。
樹状トラスの柱は3枚の集成材を合わせていて，両

側の材は120mm×450mm，中央が120mm×330mmと
なっています。また，外壁面の曲面に沿わせた配置，
三角屋根に合わせた異なる高さという複雑な配置・形
状になっています。そのため，施工には大変な苦労が
ありました。
雨掛かりにならない屋外の軒裏にはカラマツ構造用
合板を張り，木造であることをアピールしています。

これら構造部分の道産木材使用量は表3のとおりで
す。さらに，道産材以外の木材も約50m3使用してい
ます。また，軒裏には24mmカラマツ構造用合板を
1,169m2（約28m3）用いています。

■おわりに
日高町は日高地域の玄関口となる町であり，ホッカ
イドウ競馬が開催されるサラブレッドの町です。とみ
くるは訪れる人を迎え入れる交通拠点であり，観光情
報の発信拠点でもあります。日高町，そしてとみくる
へのご来訪をお待ちしています。
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「富川にみんな来る」という願いを込め名付けられ
た1) 富川複合施設「とみくる」が2025年10月1日に
オープンしました。特徴的な三角屋根が連なるこの施
設には，道産カラマツ材が使用されています。そこ
で，建物の用途や木構造の特徴などについて，日高町
役場の島尻氏，株式会社創建社の垣原氏に伺いました。

（文責：普及協会・菊地）

■施設整備の経緯
2006年，（旧）日高町と門別町の2町が合併し，現

在の日高町となりました。2022年度末の人口は約
10,700人で，その約半数が旧門別町の富川地区（富川
東，富川西，富川南，富川北）に集まっています2）。
日高町の中心部である富川地区に空き店舗や空き家
が増えるようになったことを受け，2011年，町民有
志が集まり，複合施設建設による市街地活性化が議論
されました。そして，一時中断後の2020年，町民有
志15名による「富川市街地つくり隊」が結成され，
町役場も関与する体制の中で，複合施設の具体化が進
められ，2022年6月に基本設計が，2023年3月に実施
設計が作成されました。設計者選定のプロポーザル
で，（株）創建社から木造による木育や地域へのアピー
ルがあり，さらに北海道の木造化推進の流れをくみ，
一部木造化の提案が採用されました。

■とみくるの概要
とみくるは，日高山脈の山並みをイメージした屋根

形状，日高地区と紋別地区をつなぐ沙流川の線形をイ
メージしたゆるやかな曲面の正面側外壁が特徴になっ
ています（写真1）。
　

建物の概要を表1に，内部のレイアウトを図1に示し
ます。

体育館として利用できる多
目的ホールだけではなく，ふ
れあいホールの天井も高くし
ていることが，とみくるの特
徴のひとつです。これは音楽
ホールのような空間を意識し
たもので，コンサートのほか，
展示会，講演会など多彩な催
しに対応することができます。

日高町役場　　  島尻　守
株式会社創建社　垣原　大慧

とみくる　～人と人がつながる空間～

設計 株式会社創建社 

施工 岩倉・磯田組・中村産業特定建設工事

共同企業体 
構造 RC造，一部鉄骨造，木造 
軒高 12m 
延床面積 1,999m2（内，木造部分189m2） 
省エネ対応 太陽光発電30kW，外断熱RC外壁 

内部配置 
（図1） 

①役場出張所，②多目的ホール，③キ

ッズホール，④ふれあいホール，⑤学

習室，⑥研修室，⑦工房，⑧バスまち

合い，⑨観光ナビ 

（厚浜木材加工協同組合　提供）
写真1　とみくるの外観

図1　施設内の配置（①～⑨は表1に対応）

表1　建物の概要 
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場所 部位 木構造の特徴 

多目的ホール 梁 キングポストトラス 
スパン・約14m 

建物正面 柱 
樹状トラス 
3材の組み合わせ 
高さ・最大12m 

 

  
樹種 材種 使用用(m3) 

カラマツ 集成材 185.5 
製材 16.8 

トドマツ 製材 44.0 
資料提供：厚浜木材加工協同組合 

 

表2　木構造の特徴

表3　道産構造材使用量

写真2　多目的ホール天井のキングポストトラス

写真3　建物正面側外壁の樹状トラス


